
本町の幼稚園は５園あり、各園の独自性を活かした運営を進めています。就園につい

ては、少子化や女性の社会進出等、幼児をとりまく環境の変化を受けて、平成12年度よ

り３歳児からの就園を実施し、幼児の発達・活動に適した環境づくりや、子育て支援の

充実をめざして努力してきましたが、今後、さらなる教育内容等の充実に努める必要が

あります。

学校教育については、５校の小学校ではそれぞれに特色のある学校づくりに取り組ん

でいます。また、各中学校では、将来にわたる進路指導の一環として職業体験を実施す

るなど、児童・生徒の心豊かな人間性を育み、確かな学力を身につけられるような学習

指導を行っています。今後も一人ひとりの個性や能力を伸ばし、社会のさまざまな変化

に生涯を通じて主体的に対応できる生きる力を育成するとともに、体験活動の充実など

きめ細かな指導を行う必要があります。

また、本町には現在すべての学校に障害児学級があり、個々人に応じた指導を図り、

自立するために必要な基礎・基本を身につけ、生活能力を高めることができるよう、障

害児学級の内容充実と運営の強化に努めています。その一環として、関係機関との連携

による保護者との教育相談や就学時等には医師・学識経験者・教育関係者・行政関係者

によって構成される磯城郡就学指導委員会を設け、心身に障害を有する幼児・児童及び

生徒に適正な就学指導を行っています。

第１節　学校教育

現状と課題 
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　幼児教育の推進 

　小・中学校教育の推進 

　障害児教育の推進 

　学校教育 

 



１．幼児教育の推進

①幼児教育環境の整備

３歳児から始める幼稚園教育を、生涯学習のスタートと位置づけ、これにふさわし

い教育内容を検討し充実を図ります。

②就学前教育の推進

子どもの視点に立ったうるおい豊かな就学前教育を推進するため、各園が特色あ

る園経営に努めるとともに、全町的に保育園・幼稚園相互の連携を図ります。

③安心・安全な幼児教育環境の創出

老朽化がみられる施設を計画的に改修し、安心・安全な幼児教育環境を創出します。

④幼児教育の支援

少子化や女性の社会進出がもたらす幼児への影響を考慮し、心身の発達段階に応

じた自律性、また、情操を育む機会を地域社会・家庭・行政が協力して拡充します。

また、子育て中の保護者が孤独感に陥ることなく、親同士が交流し、子育てに関す

る相談ができる場づくりを図ります。
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２．小・中学校教育の推進

①教育環境の整備

幼・小・中の指導内容の系統性・発展性に留意し、基本的事項を確実に身につけ

るように指導します。

②職業観や人生観の醸成

子どもたちが自ら考え、学習し、判断する力を身につけるよう、社会体験・職業

体験・自然体験等の取り組みを継続し、職業観や人生観の醸成を図ります。また、

生徒が自らの生き方を考え、将来に対する目的をもち、自分の意思と責任で進路を

選択決定するよう、進路指導、キャリア教育も含めて取り組んでいきます。

③人権意識の醸成

「なかま」教材の活用の充実等により、日常生活の中で起こるあらゆる差別を許

さない人権意識を育みます。

④教育体制の確立

各学校における教育活動等の状況について、適切に評価を行い教育の質を保証し、

不断の検証を図るとともに、学校の情報を公開して説明責任を果たします。また、

教職員の資質向上をめざし、養成・研修・評価等の全体を通じた改革を進めます。

⑤安心・安全な教育環境の整備

近い将来発生が予想される、東南海・南海地震に対する校舎等の耐震補強を年次

計画に基づき実施し、老朽化した校舎の大規模改修等、施設環境整備を計画的に実

施します。

⑥関係機関との連携

いじめ、不登校問題に関し、地域や関係機関等協力体制を構築します。

３．障害児教育の推進

①適切な教育の推進

幼稚園・小中学校における障害のある子ども一人ひとりの教育的ニーズを的確に

把握し、柔軟に教育にかかる支援を行います。

②就学の支援

障害児の就学については、磯城郡就学指導委員会等の専門機関の援助による指導

の充実を図ります。
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体験学習

園児・児童・生徒数の推移

児童数・生徒数の推計

0

1,000

2,000

3,000
中学校 小学校 幼稚園 

17年 18年 16年 15年 14年 13年 12年 11年 10年 ９年 ８年 ７年 ６年 ５年 ４年 ３年 ２年 平成元年 

（人） 

資料：教育総務課 

534 532 544 514 514 489 433 446 447 458 449
575 593 557 546 541 580

1,8911,9541,9642,0132,0122,0742,1192,1622,2112,1902,1972,1982,2102,2182,2252,3312,428

1,506 1,428 1,406 1,322 1,250 1,160 1,148 1,113 1,070 1,036 1,044 1,053 1,059 1,000 996 935 927

575

1,873

900

※平成12年度より３歳児保育を実施 

0

1,000

2,000

3,000
中学校 小学校 

平成23年 平成22年 平成21年 平成20年 平成19年 

（人） 

資料：教育総務課 

910927904883921

1,852 1,853 1,864 1,845 1,880

　 

　 




